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1１．これまでの廃棄物対策と将来のリスク

①

※本資料では、表現の簡略化のため、実施計画に定める「瓦礫等」も含め「廃棄物」と表記

これまでに発生した廃棄物※については、適宜一時保管エリアを確保しながら主に屋外での一
時保管を行っている状況
2016年に屋外一時保管解消（将来再利用を目指すBG相当の金属等除く）等を目指し、「保管
管理計画」を策定／屋外一時保管解消に必要な廃棄物関連施設・設備を整備中
「保管管理計画（2021年度）」では、『保管施設増設の検討』を示しているが、廃炉の進捗に
伴い発生する廃棄物を『減容・保管』していくだけでは、「保管施設による敷地逼迫」「保管
施設確保が廃炉工程への影響」等の問題が生じる可能性
こうした問題の顕在化を防ぐため、計画的に廃棄物の保管に関する対策を講じる

2011～2028年度 2028年度以降

保管管理計画に基づく屋外一時保管解消／各種施設・設備の整備

屋外での瓦礫等一時保管／一時保管エリアの確保

適正化

▼保管管理計画初版公表
▼増設焼却炉運用開始

保管管理計画（2021年度版）の範囲

▽固体庫10棟運用開始
▽固体庫11棟運用開始

▽屋外一時保管の解消

▽減容処理設備運用開始
▼固体庫9棟運用開始

▼既設焼却炉運用開始

【保管管理計画で見込んでいない主要なもの】
・各種建屋（R/B、免震重要棟等）
・水処理設備（多核種除去設備等）
・各種タンク類（溶接タンク等）
・1,4号機燃料取出しカバー解体工事
・燃料デブリ取り出し時に発生する廃棄物
など

固体廃棄物貯蔵庫（固体庫）での保管／必要に応じて増設

【既発生の主要な廃棄物】
・事故後回収したガレキ
・1/3/4号オペフロ瓦礫
・汚染土（フェーシング時で発生した汚染土など）
・フランジタンク解体片
・使用済保護衣／敷地造成で発生した伐採木
など

【保管管理計画（2021年度版）で見込んだ主要な廃棄物】
・廃炉中長期実行プラン2021の実施で発生するもの
・1/2号機排気筒、3/4号機排気筒、ALAP排気筒解体・撤去
・1,2,3号機変圧器等解体撤去
・3号機燃料取り出し用カバー解体・撤去
など
⇒ 2032年頃に固体庫11棟までの保管容量を超過する見込み

【将来のリスク】
「発生する廃棄物を減容・保管す
るだけ」では、敷地利用等の観点
で問題が生じる可能性



2２．検討の進め方

①

将来リスクの顕在化を防ぐための手段は、保管施設確保や保管方法の見直し
等、様々な方法が考えられるが、具体的な手段の検討前に全体の方向性を見
定めておく必要がある。このため、各種検討を以下のように進めたい。

2028年度末に、現在計画している屋外一時保管解消等のリスク低減活動が完了する予定であ
ることから、「屋外一時保管解消（2028年度末）以降に目指す姿」について議論。

「2028年度末の姿」と「目指す姿」のギャップを認識／課題抽出

具体的な課題解決対策を検討し、優先順位を付けながら対策実行。

１） 屋外一時保管解消（2028年度末）以降の目指す姿

２） 2028年度末の状態と目指す姿のギャップ認識／課題抽出

３） ギャップを埋めるための具体的対策の検討／優先順位付け／対策実行

必要に応じて前段見直し

必要に応じて前段見直し



3１）屋外一時保管解消達成以降の目指す姿

①

【目指す姿（仮設定）】
① 保管対象とする瓦礫等を減らしていくこと

-1 そもそもの廃棄物発生量を抑制していくこと（主に新たに持ち込むもの）

-2 発生する廃棄物を可能な限り再利用していくこと（主に構内に存在するもの）

② 保管する廃棄物は、廃棄物性状を踏まえた安全・安定・合理的な管理をすること

固体廃棄物
貯蔵庫※

（約25万m3）

屋外にて保管
（再利用待ち
約19万m3）

2028年度末
将来の姿（物量・比率はｲﾒｰｼﾞ）

現行運用・計画継続の場合 目指す姿

①-1 発生量抑制

①-2 再利用
対象拡大

②安全・安定・
合理的管理課題

解決

※再利用対象を除き、約55万m3を
約25万m3まで減容して保管
数値は保管管理計画2021で算定
した値

固体廃棄物
貯蔵庫

（約25万m3
＋将来発生）

BG相当の金属・
ｺﾝｸﾘｰﾄの再利用
（約19万m3
＋将来発生）

廃炉
進捗



4２）ギャップの整理・課題抽出 及び ３）具体的対策検討

①

【整理方法】

材質・表面線量率・汚染形態・主要核種等の切り口で、体系的に整理し、
「2028年度末の姿」と「目指す姿（仮）」を比較

両者のギャップを埋めるための課題を抽出

【具体的対策】

再利用や保管以外（分別・除染・減容、撤去工事の考え方等）についても具体的
対策を検討し、再利用対象拡大をはかる

想定される発生量や時期、対策に要する期間、全体に与える効果等を踏まえ、優
先順位を総合的に判断

【性状把握】

この整理・検討において、再利用可否等を判断する際に、廃棄物性状が重要な情
報となることから、具体的計画の立案は「分析計画」と連動させて検討

性状把握の結果や課題解決のための設備設計の状況・結果等を踏まえて、表面線
量率等の境界を適宜見直し



5【参考】金属の整理概要（例示）

①

表面線量率区
分（初期）

汚染形態 主要
核種

2028年度末
（廃棄物）

目指す姿
（仮設定）

主要検討課題
（例示）

高線量 放射化 ― ｻｲﾄﾊﾞﾝｶ等で保管 減容・ｻｲﾄﾊﾞﾝｶ等で保管 保管形態（湿式or乾式）
表面汚染 α核種 ― 減容・固体庫で保管 除染・減容

核物質防護/保管形態
Cs/Sr 固体庫で保管 減容・固体庫で保管 除染・減容
Co 固体庫で保管 同上 同上

中線量 放射化 ― ｻｲﾄﾊﾞﾝｶ等で保管 ｻｲﾄﾊﾞﾝｶ等で保管 保管形態（湿式or乾式）
表面汚染 α核種 ― 除染・溶融・再利用or保管 ・再利用or保管の判断基準

・除染・減容Cs/Sr 固体庫で保管
Co 固体庫で保管

低線量 放射化 ― ― 溶融・再利用/保管 ・再利用方法/ﾙｰﾙ/再利用先
・溶融後の分析・測定
・溶融設備
・溶融前の保管方法
・除染方法
・除染廃棄物の扱い
・非鉄金属のﾘｻｲｸﾙ

表面汚染 α核種 ― 除染・溶融・再利用
Cs/Sr 固体庫で保管 溶融・再利用
Co 固体庫で保管 除染・溶融・再利用

極低線量 放射化 ― ― ―
表面汚染 α核種 ― ―

Cs/Sr 屋外で保管 溶融・再利用
Co 固体庫で保管 除染・溶融・再利用

・上記は例示であり、今後の検討で変わり得る
・表面線量率区分等の区分け（境界）は性状把握の進捗や設備設計等によって決まる



6３．今後のスケジュール（案）

①

今後の整理・検討スケジュールは以下の通り。

なお、保管施設の確保等、先行して着手すべき事項については、このスケジ
ュール案に係らず、検討を進める

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

検討の進め方

材質毎の整理・課題抽出・解決方法立案

金属

コンクリート

汚染土

焼却灰

その他

全体整理

優先順位付け

計画策定

2022年
実施項目


